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特集「黒糖焼酎」

まちの話題

お知らせ

玉黄金

５月号の主な内容梅雨に潤うイジュ

　今年も「梅雨」シーズンに入りました。梅

雨期は大雨による災害が発生しやすく注意が

必要ですが、盛夏に向けて必要な農業用水等

を蓄え、豊かな自然が残る龍郷の草木花を育

てる重要な時期です。
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汁
）
を
使
っ
た
「
留
汁
焼
酎
」
が
紹
介
さ

れ
、
黒
糖
焼
酎
の
原
形
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
占
領
時
代
に

は
、
黒
砂
糖
を
日
本
国
内
に
移
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
過
剰
生
産
と
な
っ

た
黒
砂
糖
を
原
料
に
し
た
黒
糖
焼
酎
の
前

身
「
黒
糖
酒
」
が
流
通
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
奄
美
群
島
が
日
本
復
帰
を
果

た
し
た
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
に
契

機
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
に
国
税
庁
か

ら
酒
税
法
の
特
例
通
達
が
あ
り
、
ラ
ム
酒

と
区
別
す
る
た
め
、
米
麹
を
使
用
す
る
こ

と
を
条
件
に
奄
美
群
島
だ
け
で
黒
糖
焼
酎

の
製
造
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

風
味
の
違
い

　

麹
の
原
料
と
な
る
米
を
蒸
し
た
後
、
種

麹
を
混
ぜ
、
40
～
44
時
間
か
け
て
米
麹
を

作
り
ま
す
。
一
次
仕
込
み
は
水
を
張
っ
た

タ
ン
ク
に
米
麹
と
酵
母
菌
を
加
え
、
約
１

週
間
発
酵
さ
せ
ま
す
。
次
に
、
溶
か
し
た

黒
糖
を
加
え
、二
次
仕
込
み
を
行
い
ま
す
。

10
～
15
日
ほ
ど
で
ア
ル
コ
ー
ル
が
生
成
さ

れ
、
蒸
留
後
に
焼
酎
が
生
ま
れ
ま
す
。
使

う
麹
菌
や
酵
母
な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、

蔵
独
自
の
味
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
、
黒
糖
焼
酎

５月９日・１０日は 「奄美黒糖焼酎の日」

龍
郷
の
風
味
ふ
ん
だ
ん

  
黒
糖
焼
酎
を
呑
む

欧
州
で
も
注
目

　

龍
郷
町
を
含
む
奄
美
群
島
だ
け
で
生
産

さ
れ
、 

島
々
を
代
表
す
る
特
産
物
と
な
っ

て
い
る
「
奄
美
黒
糖
焼
酎
」。
そ
の
名
の

と
お
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る
黒

砂
糖
を
原
料
に
し
た
焼
酎
で
す
。

　

奄
美
大
島
酒
造
協
同
組
合
は
平
成
19

年
、
黒
糖
焼
酎
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す

る
た
め
、
毎
年
５
月
９
日
・
10
日
を
「
奄

美
黒
糖
焼
酎
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

龍
郷
町
で
も
「
龍
郷
町
黒
糖
焼
酎
に
よ
る

乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」（
平
成
25
年
12

月
施
行
）
が
あ
り
、
官
民
挙
げ
て
地
場
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
主
催
の
「
蔵

元
巡
り
」
で
観
光
客
に
も
人
気
が
あ
る
ほ

か
、
近
年
は
欧
州
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
改
め
て
注
目
を
浴
び
つ

つ
あ
る
黒
糖
焼
酎
。
そ
の
歴
史
や
美
味
し

い
飲
み
方
な
ど
を
探
っ
て
み
ま
す
。

ど
う
し
て
奄
美
だ
け
？

　

奄
美
大
島
に
遠
島
さ
れ
た
薩
摩
藩
士
・

名
越
左
源
太
（
１
８
２
０
～
１
８
８
１

年
）
が
見
聞
を
記
し
た
「
南
島
雑
話
」
で

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
す
ま
し
汁
（
絞
っ
た
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の
製
造
会
社
は
27
社
。
龍
郷
町
に
は
、
奄

美
大
島
酒
造
（
代
表
銘
柄
「
浜
千
鳥
乃

詩
」）、
町
田
酒
造
（
同
「
里
の
曙
」）、
山

田
酒
造
（
同
「
長
雲
」）
と
３
つ
の
人
気

蔵
元
が
あ
り
ま
す
。

健
康
志
向

　

糖
度
が
高
い
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
加
工
し
た

黒
砂
糖
が
主

原
料
で
す
が
、

蒸
留
酒
の
た

め
「
も
ろ
み
」

に
含
ま
れ
て

い
る
砂
糖
や

色
素
は
蒸
発

せ
ず
糖
分
は

〝
ゼ
ロ
〟。
飲

酒
後
の
血
液

中
の
血
栓
の

溶
解
能
力
を

計
測
し
た
結

果
、
血
栓
溶

解
酵
素
（
血

液
の
流
れ
を

悪
く
す
る
物

質
を
溶
か
す

も
の
）
の
上

昇
値
が
高
く
な
り
、
血
液
の
循
環
が
良
く

な
る
こ
と
で
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の

血
栓
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
研

究
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

砂
糖
の
疲
労
回
復
の
効
能
な
ど
、
そ
の

成
分
か
ら
女
性
に
も
人
気
。「
酔
い
ざ
め

が
爽
や
か
」「
二
日
酔
い
に
な
り
に
く
い
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
飲
み

す
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

美
味
し
い
飲
み
方

　

黒
砂
糖
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
た
め
、

口
に
含
む
と
黒
糖
の
や
さ
し
く
甘
い
風
味

が
広
が
り
、
す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
や
す

さ
が
特
徴
で
す
。
幅
広
い
分
野
で
愛
飲
さ

れ
て
お
り
、
奄
美
大
島
酒
造
協
同
組
合
で

は
、様
々
な
飲
み
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ー
ト
ロ
ッ
ク

　

黒
糖
の
甘
い
香
り
と
米
麹
由
来
の
風
味

が
楽
し
め
ま
す
。
銘
柄
に
よ
る
味
の
違
い

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
お
湯
割
り

　

奄
美
黒
糖
焼
酎
の
良
さ
を
一
層
引
き
立

て
る
飲
み
方
で
す
。
香
り
や
コ
ク
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
湯
で
割
る
こ
と

で
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
調
整
で
き
、
強
い

お
酒
が
苦
手
な
方
も
美
味
し
く
飲
め
ま

す
。

・
水
割
り

　

味
や
香
り
も
す
っ
き
り
爽
や
か
。
黒
糖

焼
酎
を
楽
し
む
に
は
や
や
濃
い
め
が
お
勧

め
で
す
。
お
好
み
で
レ
モ
ン
果
汁
な
ど
を

加
え
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

・
カ
ク
テ
ル

　

黒
糖
焼
酎
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
ま

す
。
奄
美
の
果
物
（
プ
ラ
ム
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
、
タ
ン
カ
ン
な
ど
）
で
割
る
も
の
も
一

例
で
す
。

黒糖焼酎が一番
壽藤 文博さん

　龍郷町内で居酒屋を経営。訪れたお客さん
に満足してもらえるよう、常に美味しい食材
とお酒を探し求めているそうです。
　幅広い年齢層が訪れる同店。様々な酒類を
提供しており、数ある中でも、男女問わず地
元３蔵元の黒糖焼酎が一番人気とのこと。自
身も黒糖焼酎を愛飲しているそうです。

「仕事後の黒糖焼酎は格別です」

龍郷町３蔵元　味の特徴
「口当たりがまろやかで温もりが
あり、焼酎の美味さを引き出して
います」（杜氏：安原 淳一郎さん）

「長期間じっくり醸成させて、調
和のとれた酒質に仕上げていま
す」　（杜氏：長谷場 洋一郎さん）

「奄美の風を感じる黒糖の香りが
売り。全身で存分に味わってほし
いです」　（杜氏：山田 隆博さん）

観光客にも好評の「蔵元巡り」（奄美群島広域事務組合主催）
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No.000000

龍 郷 町

プレミアム商品券

金千圓

有効期限　平成 27 年 6 月 1 日 ～ 平成 27 年 8 月 31 日

龍郷町商
工会

龍
郷
町

商
工
会

之

　印

龍郷町
プレミアム
商品券

龍郷町
プレミアム
商品券

龍郷町
プレミアム
商品券

平成27年度平成27年度

1冊12,000円を
10,000円で購入
1冊12,000円を
10,000円で購入

6月1日から

　　　販売開始!!6月1日から

　　　販売開始!!

20％
おトク!
20％
おトク!

限定2,500セット

限定2,500セット

今回は1,000円券×12枚綴り。裏面に使えるお店が載ってるので見てね。

今回は1,000円券×12枚綴り。裏面に使えるお店が載ってるので見てね。

平成27年6月1日～販売！平成27年6月1日～販売！

龍郷町商工会龍郷町商工会

●午前9時～午後4時（商工会）
●午前9時～午後6時（島育ち産業館）
※お一人様5冊まで　※18歳以上のご本人へ販売（代理購入不可）

【有効期限】購入日～平成27年8月31日迄

●午前9時～午後4時（商工会）
●午前9時～午後6時（島育ち産業館）
※お一人様5冊まで　※18歳以上のご本人へ販売（代理購入不可）

【有効期限】購入日～平成27年8月31日迄

《 発 行 ・ 販 売 》 
龍郷町瀬留906
☎0997-62-2131 島育ち産業館島育ち産業館 龍郷町浦1066-3

☎0997-６２－３９３１

町制施行４０周年

当店は龍郷町プレミアム商品券がご利用頂けます。
使用期間：平成２７年６月１日（月）～平成２７年８月３１日（月）まで

たつご
う
た

つごうた
つ
ご

う

取扱加盟店

プレミアム
商品券

龍郷町 龍郷町商工会

このポスターが貼ってある
事業所でご利用できます。
このポスターが貼ってある
事業所でご利用できます。

休 土・日曜日
休 木曜日

58

81

龍郷町
商工会

龍郷町役場●

●瀬留郵便局

龍郷湾

●重野玉里店

58

島育ち産業館
●エブリワン
　龍郷店

●フィオーレ

　国が〝経済対策〟と〝地方創生〟を推し進めるため、全国の自治体に配分した「地域住民生
活等緊急支援交付金」を活用します。龍郷町プレミアム商品券は、町内の取り扱い加盟店７１
事業所（６月１日現在）で利用ができます。【お問い合わせ先】☎６９－４５１２（総務企画課）

「龍郷町プレミアム商品券」 を販売します！



5　広報たつごう



広報たつごう　6

　台風や豪雨などの災害に備え、鹿児島県ＬＰガス
協会（秋元耕一郎会長）からＬＰガス低圧発電機一
式が寄贈されました。
　発電機は役場庁舎内で保管し、災害などの緊急時
に活用されます。徳田康光町長は「豪雨災害の経験
があり、非常にありがたいです。有事の際には適切
に活用していきたいです」と話しました。

災害に備えて
龍郷町へ発電機を寄贈

　認知症の方やその家族を地域で支え、安心して暮
らせるたつごうを目指すシンポジウム「『わきゃし
まどぅくさネット』むんばなしのゆらい」がりゅう
ゆう館でありました。参加者は龍郷町の〝支援力〟
を探り、地域でできる見守り体制の輪を広げました。
　龍郷町地域包括支援センター主催。講演やパネル
ディスカッションなどがありました。

地域で見守ろう
わきゃしまどぅくさネット

認知症介護の第一人者・大谷るみ子さ
ん（大牟田市）の講演もありました。

　大島地区消防組合龍郷消防分署は、秋名消防団に
小型動力ポンプ軽積載車、円消防団に消防ポンプ自
動車を新しく配置しました。火災をはじめ、各種災
害から地域と住民を守る活動に役立てられます。
　小型動力ポンプ軽積載車は道路の狭い地域で活躍
し、自動泡混合装置を搭載する消防ポンプ自動車は
効率よく消火活動をすることができます。

地域の安全確保に一役
新しい消防車両を配置

発電機が寄贈されました

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成27年 4月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,967
6,044
2,928
3,116

　+30
   +77
　+40
　+37

新しく配置された消防車両

▲

▲

▲
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防災資機材一式が配備されました

　災害時に開設する各避難所の充実を図るため、龍
郷町は全集落の集会所等や各小中学校へ防災資機材
一式を配備しました。町民の安全を守るための〝防
災力〟向上に役立てられます。
　発電機等の資機材は、各集落駐在員と各学校長に
贈呈。徳田康光町長は「各種訓練や行事でも活用し、
有事に備えてほしいです」と呼びかけました。

〝防災力〟向上へ
集落と学校に資機材配備

　防犯見守り活動などの奉仕活動を展開する笠利ラ
イオンズクラブ（平川久嘉会長）から、今年４月に
小学校に入学した新１年生用の防犯ブザー８０個が
贈呈されました。
　同クラブは、平成２１年度から本町へ防犯ブザー
を贈っています。これまでの善意は、町内の子ども
たちの安心安全の確保に一役かっています。

子どもたちの安心安全を
新１年生に防犯ブザー配布

　平成２７年度龍郷町公民館講座の合同開講式が、
りゅうゆう館でありました。今年度は、３３講座に
６１６名が受講。仲間とともに学びを深め、生きが
いづくりに励みます。
　式では、秋名座り唄教室などを受講する窪田圭喜
さんが「健康なうちにシマの文化を学び、継承して
いきたいです」と決意を述べました。

笑顔で生きがいづくり
公民館講座開講式

今年度も開講した公民館講座

　龍郷小学校（用隆也校長）で、平成２７年
度「人権の花」運動開講式がありました。児
童たちは、町人権擁護委員の講話などを通し
て、思いやりの心を育みました。
　児童を代表して、最上美月さん（６年）は「命
を大事にして、自分で考え行動していきたい
です」と約束しました。

「人権の花」咲かせよう
龍郷小で人権教室

新１年生に贈られた防犯ブザー

「人権の花」運動に取り組む龍郷小学校

▲

▲

▲

▲
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
０
３
７
６

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

名
瀬
保
健
所
は
平
成
27
年
度
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
普
及
週
間
」
期
間

中
、
平
日
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間　

　

６
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

▼
検
査
日
時

　

６
月
４
日
（
木
）
午
後
５
時
～
８
時

▼
実
施
場
所

　

名
瀬
保
健
所
（
名
瀬
永
田
町
17
‐
３
）

▼
受
付
方
法
（
匿
名
可
、
検
査
費
無
料
）

　

検
査
希
望
者
は
、
当
日
午
後
５
時
ま

で
に
予
約
し
て
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

名
瀬
保
健
所

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
５
４
１
１

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

　

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
は
、
平
成
27
年
度
障
害
者
委

託
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
コ
ー

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①

　

　

　

　

　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

龍
郷
町
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
家
庭
内
の
相
談
事

や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や

差
別
な
ど
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
こ
の

機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

　

平
成
27
年
６
月
２
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
開
設
場
所　

龍
郷
町
浦
生
活
館

▼
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

平
久
美
さ
ん
／
重
村
洋
一
さ
ん
／
岡

山
和
子
さ
ん

＊
人
権
擁
護
委
員
は
、
各
市
町
村
長
か

ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
民
間
の
方
々
で
す
。
地
域
で
様
々

な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
方
法
務

局
ま
た
は
そ
の
支
局
で
人
権
相
談
を
受

け
る
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ス
は
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
（
３
カ
月
）
と

な
り
ま
す
。

▼
訓
練
内
容

ワ
ー
プ
ロ
（W

o
rd

）
初
級
程
度
、
表

計
算
（E

x
c
e
l

）
同
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
とE

-
M

a
il

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

▼
訓
練
場
所　

奄
美
振
興
会
館
練
習
室

（
名
瀬
長
浜
町
５
１
７
）

▼
特
典

○
授
業
料
無
料

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん

を
受
け
ら
れ
た
方
は
①
雇
用
保
険
受
給

の
方
は
訓
練
期
間
中
は
給
付
さ
れ
ま
す

②
雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
ま
た
は
訓

練
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
障
害
者
窓
口
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
10
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
訓
練
期
間

　

７
月
30
日
（
木
）
～
10
月
29
日
（
木
）

（
土
日
、
祝
祭
日
除
く
）

▼
訓
練
時
間

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
20
分

▼
応
募
資
格　

身
体
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
で
、
早
期
の
就
職
や
復
職
を
目
指

す
人
で
す
。
（
身
体
以
外
の
障
害
を
お

持
ち
の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。）

▼
募
集
締
切　

６
月
12
日
（
金
）

※
入
校
願
書
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

に
あ
り
ま
す
。願
書
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
委
託
先　

奄
美
情
報
処
理
専
門

学
校
（
名
瀬
小
俣
町
３
‐
50
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校☎

０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６

奨
学
資
金
奨
学
生
募
集

　

龍
郷
町
は
、
平
成
27
年
度
龍
郷
町
奨

学
資
金
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

本
町
に
３
年
以
上
居
住
・
生
活
し
て

い
る
方
の
子
ど
も
で
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
高
校
・
高
等
専
門
学
校
・
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
・
大
学
院
に
進
学
ま

た
は
在
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

▼
貸
付
月
額

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
１
～
３
年
生

月・
・
・
・
・
・
・

額
１
万
２
千
円
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誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
強
制
的

に
隔
離
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
か
け
が
え
の
な

い
多
く
の
方
々
の
人
生
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
病
気
が
治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰

れ
ず
、社
会
復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
も
な
お
多
く
の
方
々
が
療
養
所
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら

れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
が

平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
と
は
何
か
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
週
間　
　

平
成
27
年
６
月
21
日
（
日
）

～
６
月
27
日
（
土
）

男
女
共
同
参
画
週
間

　

内
閣
府
そ
の
他
の
男
女
共
同
参
画
推

進
本
部
構
成
府
省
庁
は
、
毎
年
６
月
23

日
～
29
日
ま
で
の
１
週
間
、
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

　

高
等
専
門
学
校
４
～
５
年
・
短
期
大

学
・
大
学
・
大
学
院
生月・

・
・
・
・
・
・

額
３
万
５
千
円

▼
奨
学
生
の
決
定

　

奨
学
生
選
考
委
員
会
で
、
奨
学
生
と

そ
の
奨
学
金
額
を
決
定
し
ま
す
。
他
の

奨
学
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

▼
返
還
方
法

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
６
カ
月
経

過
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
そ
の
金
額
を

年
賦
、
半
年
賦
ま
た
は
月
賦
で
返
還
と

な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
・
申
込
期
限

　

申
込
用
紙
な
ど
必
要
書
類
を
揃
え

て
、
平
成
27
年
６
月
19
日
（
金
）
ま
で

に
龍
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ
先

　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
７
‐
69-

４
５
３
２

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
週
間

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
国
及
び
鹿
児
島

県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は 

政

府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
国

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
27
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未

来
」
で
す
。

難
病
巡
回
相
談

　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
名
瀬
保
健
所
管
内
で
平
成
27
年
度

「
難
病
巡
回
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
半
～
３
時
50
分

▼
場
所　

大
島
支
庁
本
館
４
階
会
議
室

（
名
瀬
永
田
町
17
‐
３
）

▼
対
象
者　

名
瀬
保
健
所
管
内
の
難
病

患
者
・
家
族
、
関
係
者
（
参
加
費
無
料
）

▼
対
象
疾
患　

炎
症
性
腸
疾
患

▼
申
込
締
切　

６
月
26
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
‐
２
１
８
‐
３
１
３
４

戦
没
者
弔
慰
金
の
支
給

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
我
が
国
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等

に
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
は
償
還
額
を
年

５
万
円
に
増
額
し
、
５
年
ご
と
に
国
債

を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
戦
没
者

等
に
係
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

の
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
者
が
い
な

い
遺
族
の
う
ち
、
ど
な
た
か
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族
（
子

は
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含

む
）
で
、
三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、

法
律
に
よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
（
請
求
期

間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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費
用
は
、参
加
費
と
し
て
10
万
円
の
他
、

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
等
が
必

要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

シ
ベ
リ
ア
抑
留
慰
霊
訪
問

　

平
成
27
年
度
旧
ソ
連
並
び
に
モ
ン
ゴ

ル
慰
霊
訪
問
（
墓
参
）
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
は
原
則
と
し
て
訪
問
希
望
地
に
抑

留
さ
れ
た
方
で
す
が
、
ご
家
族
・
ご
遺

族
の
方
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
訪
問
希
望
地
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

は
が
き
に
て
左
記
申
込
先
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
案
内
書
を
送
付
致

し
ま
す
。

▼
申
込
先

〒
１
０
２
‐
０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
１
‐
８
‐
２

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

☎
03
‐
３
２
６
１
‐
６
５
６
５

▼
申
込
締
切

　

平
成
27
年
６
月
30
日
（
火
）
必
着

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

　

　

　

▼
請
求
窓
口

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

戦
没
者
遺
族
慰
霊
巡
拝

　

平
成
27
年
度
も
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
戦
没
者
遺
族
の
方
に
よ
る
慰
霊
巡

拝
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
派
遣
地
域
に

よ
り
実
施
時
期
や
所
要
額
等
は
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
参
加
申
込
に
は
選
考
基

準
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

戦
没
者
遺
児
慰
霊
事
業

　

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
同
事
業
は
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

赤
土
流
出
！

　

奄
美
群
島
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
の

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
美
し
い
海
を
守
る

た
め
、
「
赤
土
を
流
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
時
期
は
最
も
赤
土
等
が
流
出
し

や
す
く
、
特
に
農
地
や
工
事
現
場
か
ら

の
流
出
が
目
立
ち
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
取
り
後
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
緑
肥
作

物
栽
培
、
工
事
現
場
で
は
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
使
用
す
る
な
ど
、
赤
土
等
が
流
出

し
な
い
よ
う
、
十
分
に
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

事
務
局:

大
島
地
域
赤
土
等

　
　
　
　
　
　

流
出
防
止
対
策
協
議
会

山
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

　

梅
雨
期
の
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
多

く
の
山
地
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
山
崩
れ

な
ど
に
警
戒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雨
の
日
は
気
象
情
報
や
防
災
無
線
の

情
報
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
雨
が
降
っ
て
い
る

と
き
に
土
石
流
の
前
兆
現
象
を
感
じ
た

場
合
や
、
市
町
村
か
ら
避
難
の
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
今
ま
で
に
な
い
規
模
の
災
害

が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
雨
が

降
り
止
ん
だ
後
で
も
、
山
崩
れ
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
山
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

　

地
面
に
し
み
こ
ん
だ
水
分
が
土
の
抵

抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た
山
の
斜
面

が
突
然
崩
れ
る
災
害
で
す
。
突
発
的
に

起
こ
り
、
瞬
時
に
崩
れ
る
の
で
、
逃
げ

遅
れ
る
人
も
多
く
犠
牲
者
の
割
合
も
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
を
き
っ
か

け
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
山
崩
れ
の
前
兆
現
象

　

わ
き
水
の
量
が
急
に
増
え
る
、
枯
れ

た
事
の
な
い
わ
き
水
が
止
ま
る
、
わ
き

水
が
濁
る
、
山
の
斜
面
を
水
が
走
り
始

め
る
、
地
鳴
り
の
音
が
聞
こ
え
出
す
、

山
の
斜
面
に
亀
裂
が
走
る
、
山
の
木
が
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同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

･

11
日
（
木
）
大
倉　

克
大　

弁
護
士

（
午
後
１
～
４
時
半
）

･

18
日
（
木
）
正
込  

健
一
朗 

弁
護
士

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）

･

25
日
（
木
）
武　

雄
太　

弁
護
士

（
午
前
11
～
12
時
、
午
後
１
～
３
時
半
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

傾
く
、
石
が
転
が
り
落
ち
て
く
る
。

▼
山
地
災
害
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
産
業
振
興
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
２
３

ま
ち
の
行
政
相
談
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕

組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通

知
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
無
料
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

【行政相談委員】

窪島 將公さん

龍郷町戸口 2106-1

☎ 0997-62-3722
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（第4回）わきゃ島の自然をみんなで守ろう！
　奄美大島には、世界に誇れる素晴らしい自然があります。平成 29 年夏の世界自然遺産登録を

目指し、官民一体となって自然環境保全の取り組みが進められています。このコーナーでは、町

内で行われた自然環境保全に関するボランティア活動を紹介します。

【２月～４月までの活動】　～海岸清掃～　秋名・幾里集落、安木屋場集落、赤尾木集落、手広海

岸を守る会、他ボランティア活動（芦徳地区、手広地区）

～海岸清掃を行う注意点～
①ガラス片・医療器具・薬品用容器など危険なものが落ちている場合もあります。手袋をつけ安

全に十分に注意し作業を行うようにしましょう。

②回収をする際は、燃えるごみ・燃えないごみ等の分別をして袋に入れるようにしましょう。なお、

魚網やロープ（30 ｃｍ以上のもの）、ガスボンベなどのクリーンセンターで処理できないものは、

他のごみとは分けて回収してください。また、回収物をいれる袋は市販の透明のビニール袋でも

構いません。

③回収できないほど大きなものや重いもの、

危険なものを発見した場合は、生活環境課へ

ご連絡ください。

④海岸清掃で回収したごみは、分かりやすい

場所に集め、生活環境課へご連絡ください。

後日回収します。　

【自然環境、ごみに関するお問い合わせ先】

龍郷町役場　生活環境課☎６９－４５２５
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広 

報 

お 

礼

・
瀧　

重
文
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

・
堀
永　

智
子
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（木）  １歳６カ月児健診 13：00 ～
どぅくさぁや館

５（金）  でぃでぃクラブ 13：30 ～
７（日）

 婦人がん検診 　08：00 ～ 09：00
　12：30 ～ 13：30

秋名コミュニティセンター

８（月） りゅうゆう館
11（木） 乳児健診 12：30 ～

どぅくさぁや館
12（金）

 子育てサークルかめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

17（水） たつごう家族の会 14：00 ～ 龍郷町中央公民館
19（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～

どぅくさぁや館
23（火） お腹スッキリ運動教室 19：30 ～
25（木） 歯科健診 13：00 ～

26（金）
 子育てサークルかめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

６月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
４
月
届
出
】

松
田　

翼
つ
ば
さ

瀬
戸　

翔
し
ょ
う
す
け介

石
原　

央おう
ら
い禮

小
林　

咲さ
き希

伊
集
院  

柚ゆず
き季

　
（
敬
称
略
）

幾
里

瀬
留

手
広

瀬
留

安
木
屋
場

保
護
者
名

侑
大

正
文

豊淳
一

真
幸

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
４
月
届
出
】

指
宿　

利
行

阿
世
知　

茂
美

積　

八
重
子

伊
集
院  

忠
三
郎

大
島　

信
成

稲　

美
代
子

村
田　

ハ
ル
コ

森　

エ
イ
ソ

肥
後　

ヒ
ト
エ

森　

國
慶

里　

愛
子

益
田　

タ
ネ

松
村　

セ
キ
子

（
83
）

（
78
）

（
79
）

（
84
）

（
93
）

（
68
）

（
99
）

（
102
）

（
74
）

（
72
）

（
80
）

（
92
）

（
90
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

浦
（
愛
寿
園
）

円安
木
屋
場

龍
郷

中
勝

中
勝

円中
戸
口

浦
（
愛
寿
園
）

大
勝

赤
尾
木

幾
里

手
広

・
益
田
ま
さ
子
さ
ん
（
故
益
田
タ
ネ
さ
ん
）

秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会　

幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
へ

・
隈
元
要
子
さ
ん
（
故
隈
元　

宗
さ
ん
）

秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会　

幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
へ

・
德
永
秀
二
さ
ん
（
故
德
永
千
代
子
さ
ん
）

中
戸
口
集
落
、
愛
寿
園
へ

・
森
謙
志
さ
ん
（
故
森
エ
イ
ソ
さ
ん
）

中
戸
口
集
落
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
松
村
昭
さ
ん
（
故
松
村
セ
キ
子
さ
ん
）

手
広
集
落
、
手
広
集
落
婦
人
会
、

手
広
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
こ
に
こ
会
へ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
重
田
ス
エ
子
さ
ん
（
故
重
田
義
一
さ
ん
）

・
豊
山
ア
ヅ
エ
さ
ん
（
故
豊
山
千
市
さ
ん
）

・
伊
集
院
キ
ズ
エ
さ
ん

（
故
伊
集
院
忠
三
郎
さ
ん
）

・
大
島
ミ
サ
子
さ
ん
（
故
大
島
信
成
さ
ん
）

【
愛
寿
園
】

・
阿
世
知
龍
馬
さ
ん（
故
阿
世
知
茂
美
さ
ん
）

・
大
島
ミ
サ
子
さ
ん
（
故
大
島
信
成
さ
ん
）

・
肥
後
安
美
さ
ん
（
故
肥
後
ヒ
ト
エ
さ
ん
）

・
渋
谷
セ
ツ
子
さ
ん
（
故
森
國
慶
さ
ん
）

・
大
山
カ
ツ
子
さ
ん
（
故
大
山
武
弘
さ
ん
）

・
村
田
安
江
さ
ん
（
故
村
田
ハ
ル
コ
さ
ん
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

６
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＜場所＞各集落公民館等

＜時間＞午前９時半 , 午後２時

受
付

土
口
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満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

ふくやま  いっしょう  　　

Ｈ 26. 5. 6　生

父 学 / 母 亜希奈  下戸口

福山  壱昇 くん

いじゅういん  ゆうすけ 　　　

Ｈ 26. 5. 1　生

父 元気 / 母 未紗 安木屋場

伊集院  雄介 くん

　  はやし  ひかる　 　　 　

Ｈ 26. 5.16　生

父 功 / 母 亜也子  手広

林　輝 くん

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

5
M

ay
2015

　

創
作
紙
芝
居
「
愛
加
那
物
語
」
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
歴

史
を
学
ぶ
一
助
に
な
れ
ば
と
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
西
郷
隆
盛
（
南
州
）

の
妻
で
、
龍
郷
町
名
誉
町
民
の
西
郷
菊
次
郎
氏
の
母
で
あ
る
〝
愛
加
那
〟
は
、

苦
難
を
背
負
い
な
が
ら
も
強
く
逞
し
く
生
き
た
女
性
で
し
た
。
そ
の
愛
加
那
を
顕
彰
す
る

た
め
に
、
８
回
シ
リ
ー
ズ
（
予
定
）
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

志
～
西
郷
南
州
翁
の
足
跡
～

⑤

  や の    しゅん  　　

Ｈ 26. 5.12　生

父 豪 / 母 ゆかり  玉里

矢野  駿 くん

たいら　ゆうと　　　　

Ｈ 26. 5. 1　生

父 裕也 / 母 奈津紀 下戸口

平  優翔 くん

「
愛
加
那
物
語
」     

志
塾
・
西
郷
塾　

文　
　

 

瀬
戸
口　

広
人　

絵

⑥
や
が
て
二
人
の
間
に
菊
次
郎
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
い
い
男
の
子
だ
。」「
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
ね
。」

　

と
話
し
、
親
子
３
人
で
住
む
た
め
の
新
し
い
家
を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
村

人
た
ち
も
喜
ん
で
手
伝
っ
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
家
の
お
祝
を
し
て
い
る
そ
の
日
の
こ
と
で
す
。

　
「
源
吾
殿
、
源
吾
殿
。」

　

と
、
代
官
所
の
役
人
が
手
紙
を
持
っ
て
駆
け
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
に
は
、

名
前
を
変
え
て
薩
摩
へ
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
「
お
前
た
ち
を
お
い
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

と
源
吾
は
い
い
ま
し
た
が
、
愛
加
那
は

　
「
私
も
ず
っ
と
こ
こ
に
い
て
欲
し
い
で
す
。
で
も
、

あ
な
た
は
薩
摩
藩
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
い
。
子
供

た
ち
の
こ
と
は
私
に
任
せ
て
下
さ
い
。」

　

と
源
吾
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。
源
吾
は
田
一
反
、

畑
一
反
を
買
い
、
愛
加
那
と
菊
次
郎
が
生
活
に
困
ら
な

い
よ
う
に
し
て
鹿
児
島
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
愛
加
那
の
お
腹
に
は
も
う
一
人
の
子
ど
も

が
い
ま
し
た
。


